
開 講 講 座 一 覧

申し込み日 各講座の前日まで
申し込み先 佐川町教育委員会（TEL 0889-22-1110）
当日の参加も可能ですが、できるだけ事前にお申込み下さい。

主催：高知大学／共催：佐川町教育委員会

募集定員
-各クラス-

受講料

平成30年度

高知大学出前公開講座

日程：平成30年9月5日（水）～10月17日（水）
場所：佐川町名教館

3回以上出席
された方には
終了証書を授
与します。

教育学部准教授
いわき ひろゆき

岩城 裕之

理工学部教授
こんどう やすお

近藤 康生

人文社会科学部教授
よしお ひろし

吉尾 寛

人文社会科学部講師
みやざと おさむ

宮里 修



講座題目・講師一覧
開催日 時間 講座の内容と講師

第1回

9月5日
（水）

10：00
～ 開 講 式

10：15
～
11：45

題目 言語地図から読み解く高知方言 講師 岩城 裕之

日本には、全国規模で方言の分布を知ることができる言語地図があります。例えば、1966年～1974
年に刊行された『日本言語地図』からは発音や語彙の分布状況が、『方言文法全国地図』からは文法の
諸特徴の分布を読み取ることができます。また、2016年に刊行された『新日本言語地図』は、先の２
種の地図と同じ項目を重ねてみることで、ここ５０年ほどの変化を見ることもできます。
この講座ではこれらの言語地図を手がかりに、高知方言の特徴を考えます。「雨が降りゆう」と「雨

が降っちゅう」のような西日本方言の一員としての高知、「ぐっすり」のように古い時代の日本語を活
用する高知など、ことばの面から高知の様々な姿に迫ってみたいと思います。

第2回

9月12日
（水）

10：00
～
11：30

題目 鳥の巣石灰岩から探るジュラ紀末の佐川 講師 近藤 康生

佐川町の鳥の巣、下美都岐、襟野々付近には、大小の石灰岩体が点々と小山を作る独特の景観がみら
れます。これらの石灰岩体（鳥の巣石灰岩）は、ナウマンが紹介して以来、国内外の地質学者によって
盛んに研究され、広く知られてきました。しかし、石灰岩は、温暖な気候の下で、砂や泥が堆積せず、
サンゴ礁が発達するような浅い海にできるのが普通ですが、鳥の巣石灰岩は石灰岩自体に泥が含まれて
いるだけでなく、石灰岩体を取り巻く地層にも泥岩が多く、陸上植物の遺体も多量に含まれるなど、そ
の形成環境をめぐって謎が多いまま今に至っています。最近になって、高知大学の研究により、この長
年の謎の一端が解けてきたので、その研究成果を紹介します。講座では、佐川町内の化石やその研究史
についても紹介します。

第3回

10月10日
（水）

10：00
～
11：30

題目 漢学者山本憲と清末の変法派人士の交流 講師 吉尾 寛

山本憲（1852年～1928年 号梅崖）は、高知県佐川町出身で、岡山県牛窓を終焉の地とした漢学者
です。2006年5月山本憲のご遺族が高知市立自由民権記念館に6千点以上の遺品を寄託されました。私
は中国人の書簡を中心にその整理に携わる機会を得、2012年から立ち上げた共同研究の成果を昨年3月、
書籍『変法派の書簡と『燕山楚水紀遊』』（汲古書院）として刊行しました。
今回は、①山本憲が1897年に清朝を旅行しそこで見た中国、②その時面談した汪康年、梁啓超等の

知識人（変法派）が翌年クーデター（戊戌政変）に敗れ日本に亡命した際、山本が関係各界に彼らの保
護支援を訴えた活動、又その過程で、③亡命者の一人王照が高知の地を踏み、日下村等で交流したこと
等々について紹介させていただきます。

第4回

10月17日
（水）

10：00
～
11：30

題目 不動ヶ岩屋洞穴と縄文時代の暮らし 講師 宮里 修

佐川町に所在する不動ヶ岩屋洞穴は，国史跡に指定された縄文時代の遺跡として，宿毛市宿毛
貝塚とともに著名です。不動ヶ岩屋洞穴は氷期後の温暖化が進んだ縄文時代早期の遺跡です。洞
穴や岩陰での暮らしはこの時期の特徴で，同様の遺跡には，佐川町内に城ノ台洞穴遺跡，県内で
は香美市飼古屋岩陰，南国市奥谷南遺跡，四国内では久万高原町の上黒岩岩陰遺跡があります。
今回の講座では，「洞穴・岩陰遺跡」「周囲の縄文時代遺跡」「佐川町の自然と遺跡」といっ

た脈絡のなかで，不動ヶ岩屋洞穴の特徴を考えてみます。

～
11：45 閉 講 式


